
2022.12.9   Fri.   15:30～17:00 JIA三重2022   Study Session ３

講師略歴 
名古屋大学工学、大学院にて建築を学ぶ。 
近代都市に関する論文にて博士（学位）を取得、設計事務所での勤務
を経て、名古屋市立大学に着任。 
意匠設計を継続しながら、都市・地域形成にかかわる史的研究に取り
組む。歴史的な町並みのフィールド調査に数多く携わり、町並み保全
などの地域再生にも関係する。 
現在、名古屋市立大学芸術工学研究科 准教授、博士（工学）、１級
建築士。 

JIA三重2022　会員研修会　主旨 
建築という社会と密接に関わり合うこの分野は、
独自の視座を持つ建築家がいる。 
東海地方で活躍している建築家の”生きた”お話を
聴く連続企画。全４回 

 講師   向口武志　　
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講演形式 
会場＋オンライン（zoom） 

CPD：２単位申請中 

今後のスケジュール 
Session４：3/10 Fri.   富田　崇 氏 

主催 
（公社）日本建築家協会 東海支部三重地域会 

お問合せ 
JIA三重連絡事務局（日新設計株式会社内） 
T E L：059-227-7421 
Email：jia-mie@nisshin-sekkei.com

（公社）日本建築家協会 
　 東海支部三重地域会

写真：2013 名張市上本町 

みえ県民交流センター　 
ミーティングルームＡ・Ｂ（アスト津３階）

要旨 
グローバル化が進み、国々では経済に流動化が起きた。人々がもの
への価値観を共有する一方で、人口とまちは不均整に変容した。 
この研修会では、町並み研究のエキスパートである向口氏に、モダニ
ズムを経て少子化に喘ぐ日本のまちについて、宇沢弘文やジェーン・
ジェイコブスの考察をひも解きながら、地域の持つ歴史的な特性と
そのポテンシャルに言及して頂きます。 
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